






 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎自由記述欄で、オフ期間は必要・不要と記載した生徒はほぼ同数で、全体の約２割。(以下、抜粋) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

本年９月からの新しい部活動の体制への移行【裏面参照】にあたり、１月は１か月間、平日の放課後部活

動と延⻑としての社会体育・延⻑部活をオフといたしました。このオフ期間の直後に対象生徒全員へ行った

アンケート(1601 名から回答)結果の一部や、全市型競技別スポーツスクールの様子をご紹介します。 

市内中学校を対象に実施した調査では、「部活動」と「部活動の延⻑としての社会体育(※)」を合わせる

と、運動部は、平均して年間 665 時間の活動が行われています。部活動の教育的な効果は大きい一方で、 

一部過熱化する活動による生徒の心身の疲労や、運動部への加入率の低下などの課題を抱えています。 

Ⅰ．見直しの背景 

  中学校の部活動等の新しい在り方 (Vol.1) 
飯田市教育委員会は、部活動が、心身の成長過程を踏まえ、より合理的で効率的・  

効果的な活動になることで、生徒の心身の健やかな成長と生きる力が育まれることを

願い、活動の見直しを進めています。１月には放課後部活動オフ期間を試行、

９月からの新体制に向け、随時情報を共有してまいります。 
飯田市教育委員会 

※ 運動部活動と同様の活動が部活動と連続または近接して行われ、運動部活動と同じ部員・指導者によって構成されているもの。 

運動部活動の保護者会が主催者であったり、地域のスポーツ指導者等が運営主体であるなどの形をとることが多い。 

③改善意見 (208 名) 

・放課後ではなくて朝部活を

オフにした方が良い。 

・土日はどちらかの一日だけ

として、延長部活動の時間も

短くすべき。 

・地域のクラブチームとして

練習できる環境がほしい。 

・平日が全くオフではなく、 

一日くらいは練習すべき。 

②オフ期間は不要 (319 名) 

・部活がストレス発散の場で気持ちを落ち着かせ

るので、部活がないと疲れが残ってしまう。 

・中学の部活は一生に一度なので、朝も含め沢山 

練習してもっと強くなりたい。 

・中体連まであまり時間がないのに練習がないの

はあり得ない。 

・今まであったものが無くなってしまうと生活 

リズムがおかしくなってしまう。 

・部活やりたすぎで、うずうずしまくった。 

・飯田市だけ無くすと他のライバル校だけが強く

なって不公平。 

・オフ期間にしても変化は無かったし、スポーツ 

スクールがある種目と無い種目で不公平。 

Ⅱ．放課後部活動オフ期間の生徒の様子 

①必要 
(22％) 
 

②不要 
(20％) 
 

③改善意見
(13％) 
 

④両側面 
(10％) 
 

①オフ期間は必要 (347 名) 

・自分の時間が増えて、今までやろうとしていてもでき

なかったことができた。朝もすっと起きられ、１月は

皆に対して優しく接することができた。 

・今までは宿題のやる気がおきなかったが、この期間は 

はかどった。 

・このままの方がいいと思った。趣味や自主トレーニン

グなどをゆっくりできるから。 

・時間を計画的に使えて休める時間も増えて良かった。 

・勉強に集中できるし、家族の時間も増えたので、オフ 

期間の方が良い。 

・妹と一緒の時間が増えて嬉しかった。なんで自分は 

部活に入っているのだろうと思うときが増えた。 

・最高だった。これからずっと放課後はオフでいい。 

・やる時はしっかりやって、休むときはしっかり 

休んだほうがいい。 

 ⑤記載無し 
(35％) 

④良い面も悪い面もあった (154 名) 

・色々な活動ができたのはよかったが、時間の活用効率が悪くなった気もした。 

・「部活をやりたい」との気持ちも出てきたが、体をしっかりと休められた。 

・自由な時間が増えて良かったが、部活がないと体がなまり、競技の感覚も 

鈍り、肥満にもなりそう。 

 



 

◎気持ちや体調の変化については、約３人に２人が「気持ちがゆったりとできた」と回答し、 

「学校の授業に集中することができた」「部活動をやりたくて、うずうずした」はほぼ半々。 

 

◎スポーツ活動を望む生徒や、新たなスポーツ種目への取り組みを目指す生徒のため、県内に拠点を置く 

プロのスポーツ団体や競技団体が主体となるスポーツスクールを開催し、のべ約 600 人の生徒が参加。 

 

 

 

 

  保護者の皆様におかれましては、１月の放課後部活動オフ期間に関するアンケートに 

   ご協力下さり誠にありがとうございました。約 700 通の、頂いた様々なご意見を踏まえ、 

また、生徒の意見もしっかりと聞きながら、生徒の活動が一層充実するよう、 

今後も関係する方々と連携して検討を進めてまいります。 

皆様のご理解とご協力の程、何卒よろしくお願いいたします。 

2020 年９月から飯田市の部活動が変わります！ 
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４ 朝の目覚めや体の調子がよかった

３ 部活動をやりたくて、うずうずした

２ 学校の授業に集中することができた

１ 気持ちがゆったりとできた

♦ ８種目 12 のスクール 

バレーボール、バスケットボール、 

スキー・スノーボード、サッカー、 

空手、陸上、硬式テニス、 

コオーディネーショントレーニング 

♦ のべ約 600 名の参加 

【参加者の感想】 

・普段できないスポーツができて良かった。 

・他の学校の生徒と交流できて良かった。 

・細かいところ、コツを教えてくれ、大人数で

すごく楽しかった。 

・新鮮な練習方法で、これからの自主練習も 

楽しくなりそう。 

3x3 の東京オリン

ピック選手候補

にも挙げられて

い た 齋 藤 洋 介 

選手と試合形式

の練習も行い、会

場は大盛り上が

りでした。 

スノーボードスクール(治部坂高原スキー場) サッカースクール 

 

信州ブレイブウォリアーズ、齋藤洋介アンバサダーとのサインに記念撮影 

 

Ⅲ．今後の展開 

〜 「飯田市中学校部活動の活動指針」(令和２年３月改定、９月施行) のポイント 〜 

     ✔ 部活動の１日の活動時間は平日で長くとも２時間程度、休日で３時間程度とし、 

部活動の延長として行われている社会体育(文化)活動は廃止します。 

効果的・効率的な練習を目指します。 

✔ 平日は、各校で定められている完全下校時刻に下校します。 

ただし、新人大会や冬季に開催される重要な文化的行事の前４週間には特例もあります。 
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